
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローカルエリアネットワークに接続される遠隔通信端末装置の位置特定のための方法で
あって、
　前記遠隔通信端末装置が前記ローカルエリアネットワークに接続されるときに、電力パ
ッチパネルのような給電装置上で初期設定手続きを開始するステップと、
　前記遠隔通信端末装置が接続される前記給電装置のポート番号と、必要な場合、前記遠
隔通信端末装置の電力クラスとを含む何らかのイベントを前記ローカルエリアネットワー
ク上のサーバのような監視エンジンに伝送するステップと、
　前記監視エンジンにより、前記給電装置を介して前記遠隔通信端末装置の遠隔給電を初
期設定するステップと、
　前記遠隔通信端末装置のいくつかの識別特性を前記監視エンジンに向けて伝送するステ
ップと、
　前記監視エンジンにより、前記遠隔通信端末装置が接続される給電装置からのポート番
号を前記遠隔通信端末装置の前記識別特性に関連付けるステップとを
　

方法。
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含み、
前記監視エンジンが、異なる遠隔通信端末装置が接続される異なるポート番号に関連す

る異なるイベントを受け取る場合、前記監視エンジンは、最後に初期設定が開始される遠
隔通信端末装置のいくつかの識別特性を少なくとも受け取る前には新たな初期設定で開始
せず、これらの遠隔通信端末装置のそれぞれの遠隔給電の初期設定を順々に開始すること
を特徴とする



【請求項２】
　前記給電装置上の前記初期設定手続きが、前記遠隔通信端末装置の電力クラスの認識を
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記遠隔通信端末装置の前記識別特性が、その装置のメディアアクセス制御アドレスを
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　初期設定手続きは、前記給電装置のポートに新たな遠隔通信端末装置が接続されるたび
に毎回、前記給電装置上で開始されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記給電装置上のそのポートからの遠隔通信端末装置の接続解除に続き、前記ポート番
号と前記遠隔通信端末装置の前記識別特性の間の前記関連付けをリセットするためにある
イベントが前記監視エンジンに伝送され、新たな関連付けのために前記ポート番号を開放
することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記遠隔通信端末装置は、インターネットプロトコルベースの遠隔通信端末装置である
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ポート番号と前記遠隔通信端末装置の前記識別特性の前記関連付けは、前記監視エ
ンジン上で実行されていることが可能なある遠隔通信救急アプリケーションに利用可能と
されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　電力パッチパネルのような給電装置を少なくとも介していくつかの異なる遠隔通信端末
装置が接続されるローカルエリアネットワークに接続されたサーバのような監視エンジン
であって、
　前記遠隔通信端末装置の１つの遠隔給電の給電装置により初期設定した後、遠隔通信端
末装置の識別特性を、前記遠隔通信端末装置が接続される給電装置からのポート番号に関
連付けるために、遠隔通信端末装置の識別特性を収集でき、前記ポート番号は、給電装置
により遠隔給電を初期設定するときに、監視エンジンに伝送され、関連付けは前記遠隔通
信端末装置の位置特定を行うために
　

監視エンジ
ン。
【請求項９】
　前記ポート番号と前記識別特性との前記関連付けが、前記遠隔通信端末装置の位置特定
のために前記監視エンジン上で実行されていることが可能なある遠隔通信救急アプリケー
ションに利用可能とされる に記載の監視エンジン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ローカルエリアネットワークを介して遠隔通信端末装置の位置を特定する可
能性に関する。特に、本発明は、遠隔通信端末装置が接続される給電装置のポート番号を
前記遠隔通信端末装置のいくつかの識別特性に関連付けるための方法を提供する。さらに
、本発明は、遠隔給電されている場合に位置特定されながらローカルエリアネットワーク
に接続される遠隔通信端末装置を提供する。また、本発明は、ローカルエリアネットワー
クに接続され、前記ローカルエリアネットワークを介する遠隔通信端末装置の位置特定の
ために遠隔通信端末装置の識別特性を収集するサーバのような監視エンジンも提供する。
【背景技術】
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使用され、
前記監視エンジンが異なる遠隔通信端末装置が接続される異なるポート番号に関連する

異なるイベントを受け取る場合、最後に初期設定が開始される遠隔通信端末装置のいくつ
かの識別特性を少なくとも受け取る前には新たな初期設定で開始せず、これらの遠隔通信
端末装置のそれぞれの遠隔給電の初期設定を順々に開始することを特徴とする

請求項８



【０００２】
　特に強化された救急サービス（米国における９１１、欧州における１１２）において、
緊急呼び出しが開始されたデバイスについての地理的位置特定情報を提供する必要性が存
在する。インターネットプロトコルＩＰベースの遠隔通信端末装置、例えば、ＩＰ電話機
、またはＩＰ無線基地局のような、ローカルエリアネットワークＬＡＮに接続されたデバ
イスに関して、それらのデバイスについての情報を中心に集めるために簡易ネットワーク
管理プロトコルＳＮＭＰのような特定のプロトコルが存在する。通常、すべてのネットワ
ークデバイスに関して何らかのデータ収集機構が、何らかの管理上で実行される。ネット
ワーク上のそれらのデバイスの何らかのステータスの変更の更新が、獲得されることが可
能である。デバイスが管理に提供することができる情報のタイプは、そのデバイスによっ
てサポートされる管理情報ベースＭＩＢに依存する。
【０００３】
　デバイスが、ＭＩＢの中で指定されたオブジェクトの中で定義される情報のタイプを供
給することができる場合、デバイスはＭＩＢをサポートする。ほとんどのデバイスは、Ｍ
ＩＢ　ＩおよびＭＩＢ　ＩＩとして知られるある標準ＭＩＢの中で指定されたオブジェク
トの中で定義されたタイプ情報を提供することができる。ＭＩＢ　ＩＩのフォーマットお
よびレイアウトは、コメント要求ＲＦＣ１２１３の中で指定されている。ＭＩＢ　Ｉおよ
びＭＩＢ　ＩＩの中でカバーされない情報タイプのために追加の標準ＭＩＢが定義されて
おり、新たなＭＩＢが、継続して開発されている。しかし、それらの標準ＭＩＢのサポー
トは、デバイスごとに異なる。デバイスは、デバイスの独自ＭＩＢのサブセットだけをサ
ポートする可能性があり、多くのデバイスは、複数のモードで動作する。
【０００４】
　米国特許第６１２２６３９号では、ネットワーク内のデバイスに関する情報をデータベ
ースに格納するために収集する方法が開示されている。この方法は、何らかのデバイスタ
イプ識別子をその識別子に関連する複数の情報セットに規則的にマップすることに基づく
。これは、ＩＰ遠隔通信端末装置のようなデバイスが多数、接続される今日のＬＡＮにお
いて特に、無視できない量のデータの転送を意味する。
【０００５】
　米国特許第５９８２７５３号では、ＬＡＮを試験するための試験器具が開示されている
。この試験器具は、一旦、ＬＡＮに接続されると、ローカルホスト、スイッチ、ルータ、
ブリッジ、およびその他のデバイスを検出するようにネットワークデバイスが解析される
セグメント検出試験を行い、そして、ＩＰアドレス、ＭＡＣアドレスなどのアドレス指定
情報をさらに決定する。様々なデバイスのそれらのアドレスのデータベースを集約するこ
とができる。選択されるレポートのタイプは、利用可能なＭＩＢのセットの内容、ならび
に解析のために選択された特定のポートに依存する。スイッチは、典型的には、ブリッジ
ＭＩＢに従ってリストされたポートを有し、ポートに対応するインタフェースも有するが
、バックプレーンおよびＳＮＭＰエージェントも含むことが可能である。ブリッジＭＩＢ
がスイッチから利用できる場合、試験器具は、いずれのポートに付けられたデバイスのＭ
ＡＣアドレスのリストも獲得することができる。それらのＭＡＣアドレスは、次に、ポー
トごとにデータベースと照合されて、ポートごとのＩＰおよびＭＡＣアドレスならびにデ
バイス名のレポートが獲得される。
【０００６】
　しかし、この方法は、ＩＰ電話機のような遠隔通信端末装置に関わる救急アプリケーシ
ョンに適用することができないが、これは、ＭＡＣアドレスは、ＩＰ電話機がＬＡＮに接
続されている、物理ポート、通常、ＲＪ４５プラグに関する情報を全く提供しないからで
ある。そして、デバイスの位置特定は、ＬＡＮに接続されたデバイスの各ＭＡＣアドレス
に、対応する有効なポート番号が確実に影響を及ぼされている場合にのみ可能である。こ
の問題は、この情況では極めて重大であるように思われるがこれは、ＬＡＮに接続される
べき遠隔通信端末装置のユーザは、必要に応じてＬＡＮインフラストラクチャをわたるど
こにでもデバイスを再配置するように促されさえするからである。例えば、ＩＰ電話機の
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使用のそのような利点は、そのような遠隔通信端末装置がＬＡＮ上で再配置されるたびに
毎回、何らかの特定の登録によって条件付けられる場合、大幅に制限される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、ＬＡＮ上で接続された遠隔通信端末装置の位置特定を常時、あいまい
さなく可能にして、救急アプリケーションに役立つようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、請求項１に記載のローカルエリアネットワークを介する遠隔通信端末装置
の位置特定のための方法によって達せられる。さらに、この目的は、請求項９に記載のＬ
ＡＮに接続される遠隔通信端末装置によって達せられる。また、この目的は、請求項１０
に記載のＬＡＮに接続された監視エンジンによっても達せられる。
【０００９】
　電力パッチパネルのような給電装置を介してＬＡＮに接続されたあらゆる遠隔通信端末
装置に遠隔給電を行う可能性を活用する。ＬＡＮに対する遠隔通信端末装置のそのような
典型的なイーサネット（登録商標）接続は、通常、１つのペアを送信Ｔｘ用に、１つのペ
アを受信Ｒｘ用に供与する２つの非シールド撚り対線上で分離された線Ｌの８本の線の半
分の使用に基づく。送信ペアは、イーサネット（登録商標）接続を介してデータパケット
を送信することに専用であり、受信ペアは、イーサネット（登録商標）接続を介してデー
タパケットを受信することに専用である。他の４本の電線は、通常、使用されないままに
される。
【００１０】
　その遠隔通信端末装置の遠隔給電は、ファントム（ｐｈａｎｔｏｍ）回線の導体として
線Ｌのそれら２対の電線を使用して中央タップを介して実行される。電力は、ＬＡＮに対
する前記遠隔通信端末装置が接続されている電力パッチパネルのような給電装置によって
供給される。しかし、まず、遠隔通信端末装置の線Ｌが、例えば、給電装置のポートに何
らかのＲＪ４５プラグを使用してプラグ接続されなければならない。次に、端末装置の電
力クラスの何らかの認識が、その給電装置によって実行されなければならない。そうして
そのときのみ、その端末装置の遠隔給電が行われることが可能である。
【００１１】
　この遠隔給電が、遠隔通信端末装置のいくつかの識別特性をそのＬＡＮの何らかの監視
エンジンに伝送するために有利に利用されることが可能である。その監視エンジン上で、
遠隔通信端末装置のそれぞれのＭＡＣアドレスのようないくつかの識別特性と給電装置の
それぞれのポートの何らかの関連付けを実行するアプリケーションが実行され、そのポー
トを介してそれらの遠隔通信端末装置は、ＬＡＮに接続される。次に、この関連が、緊急
呼び出しが作動させられた際、遠隔通信端末装置の位置特定のために何らかの遠隔通信救
急アプリケーションに利用可能とされることが可能である。
【００１２】
　本発明のさらなる有利な特徴を添付の図面を参照して以下により詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１では、給電装置、例えば、場合により、スイッチの中に挿入されているためにスイ
ッチの一部であることが可能な電力パッチパネル３を介してＩＰ電話機２のような遠隔通
信端末装置が接続されるＬＡＮ１が示されている。また、構内交換機ＰＢＸ４のような監
視エンジンも、前記ＬＡＮに接続され、とりわけ、給電装置を使用する異なる遠隔通信端
末装置の正しい遠隔給電を監視することに当てられている。同じ監視エンジン上で必ずし
も実行されるとはかぎらない何らかの救急アプリケーション６が、ＰＢＸ４から必要な情
報を収集することができる。
【００１４】
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　ＩＰ電話機２のような新たな遠隔通信端末装置が電力パッチパネル３に接続されるとき
には、初期設定が開始される。初期設定は、図１に示した利用可能なシグナリングパスを
使用する適切なスケジュール設定に基づく。以下の３つのシグナリングパスが利用可能で
ある。すなわち、
　・パスＰ１を使用した、ＰＢＸ４上の電話アプリケーションと（したがって、救急アプ
リケーション５と、－追加のパスＰ４を有する）と電力パッチパネル３（またはスイッチ
の中に含まれる遠隔電力機能）の間のＳＮＭＰ、
　・パスＰ２を使用した、ＴＣＰ／ＩＰを介するＩＰ電話機２とＰＡＢＸ４上の電話アプ
リケーションの間のシグナリング、
　・前述した従来の技術で使用されるように、管理目的のために接続された、、ＬＡＮと
コンピュータ６の間の第３のパスＰ３である。
【００１５】
　壁に埋め込まれたコンセントへのプラグ接続に続く、または何らかの設置の再起動後の
ＩＰ電話機の初期設定（または初期設定の一部）は、以下の主なステップを含む。すなわ
ち、
　・認識および遠隔給電、
　・ＩＰ電話機と電話アプリケーションの間における初期設定ダイアログ
　図２では、異なるステップを伴う流れ図が示されている。
【００１６】
　・まず最初に、ＩＰ電話機の前記電力パッチパネル上で初期設定手続きが開始され、前
記初期化は、場合により、前記ＩＰ電話機の電力クラスの認識を含む。
【００１７】
　・この初期設定手続きの結果が、好ましくはＳＮＭＰで、監視エンジン（ＰＢＸ）にお
ける電話アプリケーションに向けて伝送される。それは、ＩＰ電話機が接続された電力パ
ッチパネルのポート番号を含む。必要な場合、前記ＩＰ電話機の電力クラスは、電話アプ
リケーションにも伝送されることが可能である。
【００１８】
　・電話アプリケーションが、好ましくはＳＮＭＰで、電力パッチパネル上で何らかの制
御を行う。
【００１９】
　・これにより、ＩＰ電話機の遠隔給電が開始される。
【００２０】
　・この遠隔給電の開始により、ＩＰ電話機上で何らかの内部初期設定が作動させられ、
次に、Ｐ２を介して電話アプリケーションと連絡をとろうとする試みが行われる。これは
、通常、何らかのＴＣＰ／ＩＰメッセージを使用して実行される。そのようなメッセージ
の１つは、そのＭＡＣアドレスを含む。
【００２１】
　・一旦、電話アプリケーションが、ポート番号ならびにＭＡＣアドレスを受信すると、
両方の番号の間の何らかの関連付けを実行することができる。
【００２２】
　・この関連が、そのＩＰ電話機の位置特定のためにこの関連を使用することができる遠
隔通信救急アプリケーションに供与される。
【００２３】
　ＩＰ電話機のようないくつかの遠隔通信端末装置が同時にプラグ接続される、または複
数の遠隔通信端末装置に影響を与える何らかのリセットがＬＡＮを介して実行される状況
では、監視エンジンが、各遠隔通信端末装置に対応する異なるポート番号を含む異なるイ
ベントを受け取る。監視エンジン（ここでは、ＰＢＸ４上の電話アプリケーション）は、
少なくとも１つの給電装置を介してそれらの遠隔通信端末装置のそれぞれの遠隔給電の初
期設定を順々に開始する。監視エンジンが、いくつかの給電装置を制御することを、その
給電装置のそれぞれにいくつかの遠隔通信端末装置が接続されている間に行うことが考え
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られる。監視エンジンは、最後に遠隔給電が開始される遠隔通信端末装置のいくつかの識
別特性を少なくとも受け取る前に、新たな初期設定から開始しない。このようにして、ポ
ート番号と特定の遠隔通信端末装置のＭＡＣアドレスの間の関連が、あいまいさなしに可
能である。これは、遠隔通信端末装置の位置特定が誤りなしに可能でなければならないた
め、遠隔通信救急アプリケーションに利用可能とされるときに、極めて重要である。
【００２４】
　本発明によれば、例えば、ＩＰ電話機またはＩＰ無線基地局のような遠隔通信端末装置
が、その装置の遠隔給電の開始の後、その装置のＭＡＣアドレス、ならびにオプションと
して、ＩＰアドレスのような識別特性を、監視エンジン、すなわち、ＰＢＸ４上で実行さ
れている電話アプリケーションに伝送しなければならない。このダイアログは、パスＰ２
を介してＴＣＰ／ＩＰを使用して行われることが可能である。
【００２５】
　ＬＡＮに接続された遠隔通信端末装置の正しい位置特定を実行するため、いくらかの補
足的な情報も、救急アプリケーションに利用可能とされることが可能である。実際、遠隔
通信端末装置の正しい地理的位置特定のためには、各電力パッチパネルの各ポート番号の
背後にある壁に埋め込まれたコンセントの物理的位置を与えるケーブル配線マップを有す
ることが重要である可能性がある。その上、遠隔通信端末装置のあいまいさのない地理的
位置特定を可能にする関連付けの助けとして、Ｅ．１６４アドレス（番号を電話線に、特
にＩＳＤＮに割り当てるスキーム）、ＩＰアドレス、ＭＡＣアドレスに関連する名前を提
供する何らかのディレクトリにアクセスできることが必要である可能性がある。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】ローカルエリアネットワークを示す概略図である。
【図２】本発明に従った方法の異なるステップを示す流れ図である。
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